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会 社 概 要

九州電力株式会社

設 立 昭和26年5月

資本金 2,373億円

従業員 12,465人

供給設備

2,294.3万kW

汽力 10か所、原子力 2か所

水力 139か所、地熱 6か所 等

西日本環境エネルギー株式会社(ISO14001取得)

設 立 平成2年11月

資本金 10.1億円

従業員 72人

主な

事業内容

￮ 環境・エネルギー関連事業

・ 新エネ発電事業（→鶏糞発電事業）
・ コンサルティング事業

￮ エネルギーソリューション事業（ESCO）

100％ 出資

福岡

宮崎
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・ 日本の国土面積は37.8万km2、人口は1億2,800万人



ブロイラーの出荷羽数（日本）

・ 日本では年間出荷羽数ベースで、約６億羽のブロイラーを生産

・ 特に九州南部は全国有数の生産地域

・ 宮崎県は県別の出荷羽数で全国第２位

（⇒25万ｔ程度の鶏糞が発生）
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日本合計
6億2977万羽
（100％）

県別ブロイラー出荷羽数（単位：％、万羽）

出典：農林水産省平成20年食鳥流通統計調査

11,336

11,965



鶏糞処理方法の種類

田畑への施肥還元 たい肥化 焼却

特

徴

従来広く行われてきた手法。

大規模な設備を必要としない。

ボイラー他多数の設備を
必要とする。

設備規模を大型化した場
合、発電も可能。

環
境
面

臭いや土壌の過窒素化な
どの環境問題。

たい肥化時に臭いが発生。 臭いの物質を熱分解、鶏
糞の減量化（1/10程度）
が可能。

今

後

野積み等の不適切な管理
は法律により原則禁止され
た。（平成16年11月以降）

特に、養鶏業が盛んな地域
では、たい肥が余剰傾向に
あり、使用先の確保が課題。

良好な環境特性等から注
目を浴びている。
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※その他の処理方法として、炭化もあり



鶏糞焼却発電事業の意義

￮地域環境負荷の低減

鶏糞を高温で焼却するため、臭い物質の熱分解、鶏糞の
減量化が可能

￮地球環境保全への寄与

バイオマス燃料（カーボンニュートラル）である鶏糞の燃焼
熱を利用し発電を行えるため、石炭等化石燃料の温存と
CO2排出量の削減効果を見込める

￮養鶏産業の発展への寄与

環境にやさしく、安定的に鶏糞処理を行なうことにより、安
定的なブロイラー生産をバックアップ
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宮崎鶏糞発電プロジェクト概要

事業スキーム

事業目的
焼却熱を利用した電力の販売

鶏ふん焼却に伴う灰の販売

事業場所 宮崎県児湯郡川南町

社 長 代表取締役 馬場 敬之（NEECO社長）

資本金 １億円

出資構成

農家 54％

ブロイラー会社 4％

西日本環境ｴﾈﾙｷﾞｰ（株） 42％

鶏ふん

焼却量
13.2万トン／年

発電出力 11,350kW

営業運転

開始
平成17年5月

電気

（販売）

焼却灰

（販売）

鶏糞

（購入）

（委託） 設備運転・保守等

国・県

事業会社
みやざきﾊﾞｲｵﾏｽ

ﾘｻｲｸﾙ（株）

西日本環境エネルギー

九州電力

肥料会社等

農 家

補助金・指導

みやざきﾊﾞｲｵﾏｽﾘｻｲｸﾙ㈱ 会社概要
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宮崎鶏糞発電の設備構成



宮崎鶏糞発電設備の鳥瞰図

鶏糞サイロ

鶏糞建屋

本 館
サービスビル

復水器
ボイラ バグフィルター
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敷地面積：約１万m2

約100m 約100m

写真（その１）

写真（その２）



宮崎鶏糞発電設備写真（その１）

9



宮崎鶏糞発電設備写真（その２）
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ストーカ上での鶏糞燃焼状況ダンプ機能付き7ｔトラック

ダンプ機能なし25ｔトラック

鶏糞輸送用トラック 鶏糞燃焼状況

鶏糞（ブロイラーの性状）

鶏

糞

平均発熱量 約 2,000kcal/kg(LHV)

平均水分 43％ 程度

石炭発熱量

（ﾘｽｺﾞｰ炭の一例）
約 6,200kcal/kg(LHV)
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運転状況及び対外的な評価

￮運転後６年目に入るが、これまで順調に運転継続

⇒平均設備稼働率は約90％

￮主な受賞歴

・平成17年度 バイオマス利活用優良表彰農水省農村振興局長賞（農水省主催）

・平成18年度 第11回新エネ大賞新ｴﾈﾙｷﾞｰ財団会長賞（経産省､新エネ財団主催）

・第５回エコプロダクツ大賞エコサービス部門審査委員長特別賞
（エコプロダクツ大賞推進協議会）

・新エネ百選（経産省、NEDO主催）
・九州環境ﾋﾞｼﾞﾈｽ大賞優秀賞（K-RIP､(財)ｸﾘｰﾝ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ｾﾝﾀｰ主催）

￮その他

・地元小・中学校 社会科教本に採用

・これまでの見学者数 約3,880人（H22.3末現在）
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ま と め
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￮ 鶏糞発電は、地域環境負荷の低減、地球環境保全へ

の寄与、養鶏産業の発展への寄与等の意義があり、

全国大で注目を浴びている。

￮ 臭いや土壌の過窒素化の問題が顕在化しつつある日

本では、非常に有効な処理手法であり、今後も養鶏産

業の盛んな地域での導入が期待される。

￮ 海外においても、今後臭いや土壌の過窒素化等の環

境問題が顕在化する場合には、有効な処理手法とし

て期待できる。



チェンナイ

タミルナド州 ナマカル地区

タミルナド州

事業位置図

海外への事業展開（インド）
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事業概要

項 目 内 容

事 業 内 容 鶏糞及び木質バイオマス燃料による発電事業（ＩＰＰ）

事 業 会 社 名 ｵﾘｴﾝﾄ･ｴｺ･ｴﾅｼﾞｰ社
出資構成：ｵﾘｴﾝﾄ･ｸﾞﾘｰﾝ･ﾊﾟﾜｰ社 60％

西日本環境エネルギー株式会社 40％

事 業 場 所 インド・タミルナド州ナマカル地区
（チェンナイの南西380km）

発 電 端 出 力 7,500kW

使 用 燃 料 鶏糞および木質バイオマス

売 電 先 タミルナド州政府電力部（TNEB）等

運転開始時期 2011年度予定
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西日本環境エネルギー株式会社

ご清聴ありがとうございました。
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新規事業推進部
〒810-0012 福岡市中央区白金一丁目17番8号
TEL：092-526-6701 FAX：092-526-6702 http://www.neeco.co.jp/
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